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資料１－１ 

令和３年３月19日 

統計委員会担当室 

建築物リフォーム・リニューアル調査のＱＥ（２次速報）への活用 

１．基本計画の課題 

【第Ⅱ期】 

P38 建築物リフォーム・リニューアルについて、建設総合統計及び国民経済計算

へ反映することを目的とした投資額の把握と、住宅施策等の適切な推進に寄与す

るための工事内容ごとの投資額等の把握を図る。… 

⇒ 平成28年６月に対応。半期→四半期等の見直しを実施。 

【第Ⅲ期＜現行＞】 

P51 建築物リフォーム・リニューアル調査…の公表時期については、少なくともＱＥ

（２次速報）に活用できるよう、公表を早期化する。 

２． 検討課題 

 課題１ 建築物リフォーム・リニューアル調査（以下、ＲＲ）のＱＥ実装適否の検証 

 （ＳＮＡでは）「建築」の産出額を、直近の年次推計で使用した「建築物リフォ

ーム・リニューアル調査」（ＲＲ調査）における住宅・非住宅合計の「改装・改

修（リフォーム・リニューアル）」と「維持・修理」の比率（年ベース）を用いて分

割。･･･略･･･ＳＮＡでは「改装・改修」のシェアのみを使用する。今後、ＲＲ調

査のデータの蓄積や公表早期化の対応をみて、四半期データの利用可能性

等について検討する。＜内閣府＞ 

※第23回国民経済計算体系的整備部会 資料１より抜粋。下線は筆者。 

 課題２ ＱＥ実装に向けたＲＲ公表早期化可能性の検証＜国土交通省＞ 

３．本日の審議内容 

 課題２ に関して国土交通省より実務フローの報告 

 公表早期化に代えて中間集計値の内閣府への提供を試行 

４．今後の進め方（事務局提案） 

 本日の審議を踏まえ、課題１及び課題２に関して、令和４年度に予定される第Ⅳ

期基本計画審議の中で検討を進める。  
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参考 

最近の法人企業統計（四半期）の公表日 

2019/10-12月期 2020年 3月2日 

2020/ 1- 3月期 2020年 6月1日 

2020/ 4- 6月期 2020年 9月1日 

2020/ 7- 9月期 2020年12月1日 

2020/10-12月期 2021年 3月2日 

2021/ 1- 3月期 2021年 6月1日 

注：上記のほか、2020/1-3月期は2020年7月27日に 
確報を公表（新型コロナウイルスの影響への対応） 


